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維持管理・運用BIM更新

分析する課題と課題解決の対応策

BIMの活⽤効果と改善策

令和４年度 BIMを活⽤した建築⽣産・
維持管理プロセス円滑化モデル事業

（中⼩事業者BIM試⾏型）

� ⿅児島県内の複数の意匠設計事務所からなるグループが、地場業者内のBIMに精通し
た⼈材の少なさや発注者のBIMに対する理解度の低さに関する課題認識に基づき、
BIM による業務実施を条件とした発注に係る発注者側のボトルネック、発注者メリッ
ト、発注者の要求に応えそのメリットを最⼤化する技術者の育成についての課題分析
と、活⽤効果の検証・今後の改善⽅策の検討を⾏う。

� 実施にあたっては、発注者・技術者双⽅に対するアンケート調査と、仮想プロジェク
トのBIMモデルを⽤いた調査を⾏う。

⼩規模仮想プロジェクトにおける発注者および設計者向けBIM活⽤ワークフローの検証

1

効果A）BIMによる業務実施を条件とした発注に係る発注者側のボトルネック
� ⽬標：⿅児島県内を対象とした発注者へのアンケート実施数（有効回答数50以上）、簡易EIRの作成と使い勝⼿（発注
者のEIRの理解度改善率70%以上）、図⾯だけの打合せと⽐較した場合の理解度（改善率70%以上）

効果B）仮想プロジェクトをモデルとした、発注者メリットの洗い出しと整理
� ⽬標： BIMモデルを活⽤し作成したメタバースのアクセス数から有効性を検証（1万アクセス）
� 改善策：成果を基に発注者向けのBIMセミナーを開催（参加者50名以上）

効果C）発注者の要求に応えるための技術者の育成、教育プログラムの効果検証
� ⽬標：⿅児島県内を対象とした設計技術者へのアンケート実施数（有効回答数50以上）、簡易BEPの作成と使い勝⼿
（設計者のBEPの理解度改善率70%以上）、：BEPに基づく仮想プロジェクトの⼊⼒の理解度（改善率70%以上）

� 改善策：成果を基に設計者向けのBIMセミナーを開催（参加者50名以上）

プロジェクトの概要
⽤途 店舗兼事務所

床⾯積 1,000㎡

階数 3階建て

構造種別 鉄筋コンクリート造

区分 その他（仮想プロジェクト）

検証・分析の対象など

業務ステージ ：S0、S1、S2
標準ﾜｰｸﾌﾛｰのﾊﾟﾀｰﾝ ：①
検証の時期 ：仮想的PJ

応募者の概要
代表応募者 （株）ixrea

共同応募者 ゲンプラン設計（株）、（株）
志賀設計室、（株）⻄野設計

グループの
関係性

複数の意匠設計事務所からなる
グループ

� 課題A）BIMによる業務実施を条件とした発注に係る発注者側のボトルネック
� BIMそのものや設計プロセス等に発注者の認知度、仮想プロジェクトの設計内容と発注者ニーズとの整合性、発注者に
おける発注者情報要件(EIR)作成の難易度、BIMモデルのみを使⽤した協議によるコンセンサスの実効性

� 課題B）仮想プロジェクトをモデルとした、発注者メリットの洗い出しと整理
� 発注者にとってのBIMデータの有効な活⽤法、基本設計までのプロセスにおける発注者のBIM活⽤の費⽤対効果

� 課題C）発注者の要求に応え、そのメリットを最⼤化する技術者の育成に係る課題
� BIMスキル習得に関して技術者が抱える課題分析、技術者育成における、現状のBIMセミナー等の貢献度、技術者にお
ける、発注者の要求に則したBIM実⾏計画書(BEP)作成のBIM実⾏計画書(BEP)に基づいたBIMオペレーションの習熟度、
現⾏のBIM教育プログラム等の実効性

(株)ixrea 他３社
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プロジェクトの⽬的
� 令和３年度事業において、地⽅における地場業者間のBIM連携について検証を⾏ったところ、地場業者内のＢＩＭに精通した⼈材の少なさや、発

注者のＢＩＭに対する理解度の低さが課題として浮き彫りになった。そこでまずは、ＢＩＭ活⽤を条件とした業務発注に対する発注者・技術者双
⽅の認識や取組状況を確認し、ＢＩＭのメリットや発注の際のボトルネックを洗い出す。次に、洗い出し結果を基に、発注の際のポイントとワー
クフローを整理する。これによって、発注者の発注業務に対する⼿続きや仕様を明らかにすると共に、受注する際に必要となる体制構築や技術習
得の要点を技術者に提供することによって、より簡易かつスムーズな発注プロセスによる地⽅業界全体の業務効率化を⽬指す。

実施体制・検証過程検証する効果と、その⽬標について
課題A）BIMによる業務実施を条件とした発注に係る発注者側のボトルネックについて
1：有効なアンケート調査の実施度

⽬標：⿅児島県内を対象に、発注者へのアンケート実施数（有効回答数50以上）
2：簡易EIRの作成と使い勝⼿の確認

⽬標：発注者のEIRの理解度が当初より上昇した割合（改善率70%以上）
3：仮想プロジェクトによる発注者の理解度の検証

⽬標：図⾯だけの打合せと⽐較した場合の理解度の違いを⽐較（改善率70%以上）
課題B）仮想プロジェクトをモデルとした、発注者メリットの洗い出しと整理
1：BIMモデル活⽤案の有効性の検証

⽬標：作成したメタバースのアクセス数から有効性を検証（1万アクセス）
2：今後の改善⽅策の検証

⽬標：成果を基に発注者向けのBIMセミナーを開催（参加者50名以上）
課題C）発注者の要求に応えるための技術者の育成、教育プログラムの課題検証
1：有効なアンケート調査の実施度

⽬標：⿅児島県内を対象に、設計技術者へのアンケート実施数（有効回答数50以上）
2：簡易BEPの作成と使い勝⼿の確認

⽬標：設計者のBEPの理解度が当初より上昇した割合（改善率70%以上）
3：仮想プロジェクトによる設計者の理解度の検証

⽬標：BEPに基づく仮想プロジェクトの⼊⼒の理解度を検証（改善率70%以上）
4：今後の改善⽅策の検証

⽬標：成果を基に設計者向けのBIMセミナーを開催（参加者50名以上）
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アンケート調査実施先（案）

＝ヒア形式（対⾯） ＝アンケート形式（ＷＥＢ）
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事前ヒアリング結果

⿅児島県
・県のＢＩＭ普及の取組の方向性と合致している。

・主となる自治体に対しては、県の会議室などを使って合同で意見

交換会を開いても良い。

・年明けくらいにＢＩＭセミナーを企画中である。是非連携したい。

・仮想ＰＪについては、実際に存在する公共プロジェクトを下敷き

にしてはどうか。

⿅児島市
・ＢＩＭは導入していない。その言葉すら課内で出ることがない。

・どのようなツールで、必要性、何に役立つのか理解できていない。

・自治体の導入事例について教えてほしい。
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アンケート概要

→実施想定期間：１０月〜１１月中旬
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仮想ＰＪ

・鹿児島県あるいは鹿児島市が管轄する公共施設の内からデモンス

トレーションとして最適なプロジェクトをピックアップする。

・実際の設計発注時の仕様書等に基づいて、仮想ＰＪとしてＢＩＭ

モデルを作成し、課題等を分析する。

ＥＩＰ／ＢＥＰ

・設計三会のフォーマットをベースに鹿児島県が作成した作成例を

踏まえながら、アンケートや仮想ＰＪを介したコミュニケーション

から浮き彫りとなった改善点等を反映させる。

→実施想定期間：１１月中旬〜年内

→実施想定期間：１１月中旬〜年内


